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自己紹介
• 元々の研究分野は画像の認識と検索。
• 最近は地球環境データのデータベー
ス化に様々な方面から関わっている。
• 特に台風データベース「デジタル台
風」が現在の主要なプロジェクト。

• 人文系デジタルアーカイブ「ディジ
タルシルクロード」については、後
で「デジタル台風」と対比する。



おことわり

• 本日の講演は、自分の「経験から」
という視点で事例を紹介します。業
界の動向や科学技術情報提供に関す
る一般論は省略します。

• 技術的な面は、11月13日の講演「デ
ジタル台風 大規模台風時系列データ
のマイニングとサーチ」 を参照して
ください（発表資料をウェブ公開）。



デジタル台風
http://www.digital-typhoon.org/



プロジェクトの目的

1. 台風に関する網羅的データベースを
構築し、台風の解析や予測に有用な
知識を発見する。

2. ポータルサイトとして各種の情報を
結合して提供し、台風への対策や対
応に有用な情報を提供する。

3. これらの目的を達成するために必要
な技術を開発する。



プロジェクトの経緯

• 1999年：研究の初期構想。ポータル
サイトを作ることは念頭になかった。

• 2003年：リアルタイムデータをウェ
ブ公開し、アクセスの多さに驚く。

• 2004年：参加型メディア「台風への
眼」を開始。

• 2006年：情報可視化サイト「台風前
線」を公開。



プロジェクトの特徴
• 低予算プロジェクト
–担当者は1名（自分）、システムとコンテン
ツは（ほぼ）自作、年間予算数百万円程度。

• 勝手ウェブサイト
–個人的な研究として開始。NIIの公式サービス
ではなく、今後もおそらくならない？

• 素人発想（玄人実行）
–気象データベースではあるものの、素人（情
報学者）の発想で構築し、想定するユーザも
専門家（気象学者）ではなく一般の人々。



長い冬の時代を経て

• なぜそんなことをやるのか、それは情
報学の研究なのか、といった冷たい意
見を言われ続けた。
• 2004年の台風の日本連続上陸（10
個）、2005年のハリケーン「カト
リーナ」大災害、2007年の地球温暖
化への関心の高まり（ノーベル賞）。
• 少し風向きが変わってきた。



「台風」で検索すると

Yahoo! Japan Google Japan MSN Japan
2007年11月7日現在



「デジタル台風」アクセス状況

• 累計1500万PV（トップページ）、6000
万PV（サイト全体）

• 最大1日75万PV（台風200704号上陸）



他の気象サイトとの比較

• 予報（未来）なし。アーカイブが高評価？

過去 現在 未来
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値
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気象庁

気象情報会社



｢デジタル台風」を解剖する
1. 検索技術～すべてはここから始まった。
2. 網羅性～「決定版」サイトと言えるか。
3. リアルタイム性～爆発する情報ニーズ。
4. 自分使い～自ら使って問題点を発見。
5. 小刻み増築～情報の関係性を柔軟に編集。
6. ユーザ参加型～主観的なデータも重要。
7. デザイン重視～気持ちよく使うウェブへ。



１．検索技術

•最初は「画像内容に基づく検索技術
研究」のデモ用サイトだった。

• 研究支援のための基本的な検索機能
が発展し、現在は様々な基準を組み
合わせてデータの検索ができる。

• 各種のデータに対する検索、ランキ
ング、グルーピング技術を研究し、
台風情報をより理解しやすくする。



時系列類似画像検索
•検索要求に対し
て最もパターン
が類似した画像
を選び出し、全
体をランキング
して表示。
• 雲パターンとし
ての類似度のみ
を利用する。



類似画像の時間発展



台風画像の生成
台風200513号

970hPa

台風200514号
935hPa

台風と画像の
中心が一致し、
面積が保存さ
れる地図投影。



台風画像コレクション
•台風中心が画
像中心と一致
する枠設定。
• 投影の歪みが
中心から均等
で面積を保存
するような地
図投影。



台風画像コレクションの規模

•世界でも最大級の画像コレクション。

2007年10月
31日現在 台風系列数 台風画像数

北西太平洋 704 113,590

オーストラリア
周辺 279 31,563

合計 983 145,153



位置指定台風検索



類似経路台風検索

• Dynamic Time Warpingで類似度計算。



画像以外のデータの検索

• Yahoo! Newsから台
風に関連するニュー
ス記事を抽出（現在
約9900件）。
• 著作権の都合上、記
事本文は表示せず、
記事見出しと処理結
果のみを表示。



台風ごとの重要キーワード
• 2004年の台風
• 23号は京都
• 22号は静岡
• 21号は三重
• 18号は北海道
• 17号は台湾
• 16号は香川
• 15号は秋田
• 10号は徳島



台風記事数ランキング
•台風が社会に
与えたインパ
クトを反映し
ている。
• 台風200423
号は上陸から
3年たっても
まだ記事が続
いている。



２．網羅性

気象衛星画像（1981～）
台風経路データ（1951～）
アメダス観測データ（1976～）
台風ニュース記事（2003～）
災害データ（1951～ ＋ 1971～）
参加型メディア（2004～）
定点観測カメラ（2004～）



ここだけのデータ

• 1981年以降の「ひまわり」気象衛星
画像がすべてウェブで見られる。

• 1951年以降の台風経路図と詳細デー
タが台風ごとにウェブで見られる。

• 1976年以降のアメダスデータの詳細
な降水量ランキング等を見られる。

• 各種データを網羅することで、「決
定版」サイトとしての信用を得る。



情報の重要性はユーザが決める

• いわゆる「重要な台風」（死者数○
人以上等）だけを選んでデータベー
ス化するのは間違い。

• どの情報が重要かを選ぶのはユーザ。
それを事前に予測できない以上、網
羅性を確保することが必須。

• データ入力時ではなく検索時に、情
報の重要性が決まる。



３．リアルタイム性

• 「デジタル台風」の歴史における最
大の変革期は、「リアルタイム情報
の提供」を開始した時期。

• 「現在の情報を過去と未来につな
ぐ」というコンセプトが固まった。

• 人々の強い関心は現在（より正確に
は近未来）にある。その情報ニーズ
を捉えることは重要。



リアルタイム情報へのニーズ



時間軸上での情報ニーズ

• 過去の資料だけを扱っていると、こ
の爆発的な情報ニーズを見逃す？

過去 現在 未来

情
報
ニ
ー
ズ

このあたりを
捉えたい。



近未来のニーズをどう捉えるか

•予測型：これから起こることを狙い、
先回りして情報を用意する。
‒周期型：周期をもって巡ってくる。
‒一過型：ある期日にイベントがある。
• 定番型：定常的に需要がある情報を
事前に用意しておく。
• 僥倖型：期待なく用意しておいた情
報が、偶発的要因で注目を集める。



４．自分使い

•自分自身が最もアクティブなユーザ
になり、システムを批判的に使いこ
なしていくことが望ましい。
• システムに愛着が生まれ、改善への
意欲も湧く。
• 他人へのサービスを充実させること
が、自分自身のメリットにもなるよ
うな一挙両得を目指す。



ブログ駆動開発

• 「台風ニュース・ウェブログ」とい
うコーナーで、台風ごとに時系列的
に短文を執筆する（ブログ風）。

• 累計で558エントリ（日本語）、
536エントリ（英語）を掲載。

• 一見するとユーザ向けサービスだが、
実際にはシステムをデバッグするた
めのツールでもある。



イベント即応型調べ方案内



システムの機能不足

•『発生当初から大きさが「超大型」の
台風は○○年間に××個あり』とし、
検索のためのリンクを張るべき。
• すぐに機能を追加できなかったので、
やむを得ず文章でごまかしている。



ヘルプとフィードバックも

• 「ヘルプ」や「フィードバック（Ｑ
＆Ａ）」も同様に、ユーザ向けサー
ビスにとどまらず、自分のための機
能改善テストツールともみなせる。

• ソフトウェア業界における「テスト
駆動開発」：最初にテストを作って
おき、そのテストを全部パスするシ
ステムを作るという方法。



レファレンス駆動開発

• レファレンスサービスにおける「パ
スファインダー」「調べ方の案内」
は、システムの「テスト」となる。

• パスファインダーは、有用な情報を
検索するための手段を具体化する⇒
「この情報はこのような方法で（簡
単に）検索可能であるべき」

• 具体的実装には「玄人実行」が必要。



５．小刻み増築

•最初から巨大な構築物を作らず、小
刻みに増築を繰り返していく。

• 増築によって、ニーズの新発見と変
化にも柔軟に対応できる。
• ただし増築をうまく重ねないと、入
り組んだ不法建築のようになる。

• 増築が自然に重ねられることが、
ウェブという方式の偉大なところ。



増築の結果

2003年８月 (archive.org) 2007年11月



台風ニュース記事の場合
トレンド
関連語 台風ごと記

事リスト

地域ごと記
事リスト

台風ごと
重要語

最新記事

検索語
リスト

台
風
ご
と
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学
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デ
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タ

個別記事
重要単語
登場地域

台風ごと記事スレッド



情報の文脈を編集する

•情報を位置づける文
脈を、段階的に多様
化できる。

• ウェブでは
情報への到
達経路を簡
単に編集で
きる。

リソースを
結合するリ
ンクが成長。



情報への到達経路

•人と資料をつなぐという意味では、
検索エンジンと図書館は同じ役割。
• 検索要求を出すと資料が出てくると
いうのは、「閉架式」図書館である。
• しかし「開架式」図書館の方が、よ
りよい発見につながる可能性もある。
• 「展示式」図書館は情報の到達経路
を意図に沿って自由に編集できる。



閉架式ウェブの例

• 専門的になればなるほど途方に暮れる。
http://webcat.nii.ac.jp/



閉架式ウェブ

• 具体的な検索要求をカウンタ（検索
ボックス）に出さないと、中に入る
ことはできない。

• 検索要求に合致するものを探すだけ
なら効率的かもしれないが、その過
程での意外な発見は少ない。

• 特定経路に沿った情報へのアクセス
方法を強要する。



開架式ウェブ

• 外から中が見え、どこからでも中に
入っていくことができる。

• 情報を検索するだけでなく、関連す
る棚を見て回るうちに意外な発見に
遭遇することがある。

• 特定の行動パターンを要求せず、ど
のような順序でも自由に情報探索が
おこなえる。



展示式ウェブ

•実世界の現象は多面的なので、キー
ワードマッチングで検索できるだけ
では不十分。
• 資料を客観的基準で並べるだけでは
なく、グルーピング（テーマ設定）
と並べ方で多様な文脈を編集する。
• ウェブのメリットはこうした操作が
簡単におこなえること。



閉架式から開架式へ

•どこからでも入れるウェブサイト＝
外からリンクしやすいウェブサイト。
• 依然として「閉架式」ウェブが多い。
• 「データベース（奥の方）から取り
出す」という発想がよくないか？
• 「こんな情報を見せるために検索を
使う」というように、見せたい情報
から遡って発想するとよいか？



６．ユーザ参加型

•「うわー、家が揺れた」、「川が溢
れそう」、「今度の台風はやばい」
など、現地からの報告には、他の
「客観的」情報にない臨場感がある。
• 各地の情報は、現地の自発的参加者
が、情報流通経路上へ発信する。
• 台風番号・場所で各種情報を統合す
る参加型データベースを構築した。



参加型メディアの構成
tトラックバック

ケータ
イメー

ル

RSS Feed

検索
API

台風前線



台風前線
http://front.eye.tc/




７．デザイン重視

•世の中に多数ある情報サービスの中
で、自分のサイトを使ってもらうた
めには？
• 気持ちよく使えるウェブサイトは、
デザインが優れているはず。
• システムはほとんど自作だが、Flash
部分（「デジタル台風キッズ」「台
風前線」）のみデザイナーが制作。



デザイナーとの対話

•やはり「餅は餅屋」であり、素人で
は限界がある。デザインに投資する
価値は十分にある。
• ただしデザイナーと対等に対話でき
る人が必要。漠然とした希望を伝え
るだけでは、期待通りにはならない。
• 派手なだけではだめで、シンプルで
飽きのこないデザインが必要。



｢デジタル台風」を解剖する

これらの要素が骨格を形成している。

1. 検索技術～すべてはここから始まった。
2. 網羅性～「決定版」サイトと言えるか。
3. リアルタイム性～爆発する情報ニーズ。
4. 自分使い～自ら使って問題点を発見。
5. 小刻み増築～情報の関係性を柔軟に編集。
6. ユーザ参加型～主観的なデータも重要。
7. デザイン重視～気持ちよく使うウェブへ。



「デジタル台風」の検証

•「デジタル台風」を7つの視点から解
剖し、重要なポイントを述べた。
• これは「デジタル台風」に特有の視
点なのかを検証する必要がある。
• 以下を題材として考察する。
‒人文系デジタルアーカイブ「ディジタ
ルシルクロード」
‒科学技術情報の提供



ディジタルシルクロード
http://dsr.nii.ac.jp/



プロジェクトの目的

• 文化遺産（特にシルクロード）に関
するデータのアーカイブをおこなう。

• 情報系の研究者と人文系の研究者が
協力しながら、文化遺産のデジタル
アーカイブの方法論を研究する。

• 世界に分散する共同研究者と、ネッ
トワーク上で共同研究を進められる
ような情報基盤を作る。



プロジェクトの経緯
• 2001年：UNESCOとNIIとの共同研究が
スタート。最初からポータルサイトを作
ることが目的。
• 2003年：ポータルサイトを公開。
• 2003年：イラン・バムの大地震に対応す
るカレント・デジタルアーカイブを開始。
• 2004年：「東洋文庫所蔵」図像史料マル
チメディアデータベース公開。
• 2007年：「遷画～シルクロード」公開。



プロジェクトの特徴
• 中予算プロジェクト
‒ 担当者数名。システムとコンテンツは自作と
外部協力者作成。予算は一千万円超の年も。

• 認定ウェブサイト
‒ UNESCOとの共同プロジェクトとして華々し
く（？）始まる。ただし非公式サービス。

• 玄人発想（玄人実行）
‒ 専門家の目でコンテンツの内容を厳しく
チェック。専門家がメインユーザだが、一般
の人向けにもコンテンツを用意。



「シルクロード」で検索すると

Yahoo! Japan Google Japan MSN Japan
2007年11月7日現在



ディジタルシルクロードの解剖
1. 検索技術～△
2. 網羅性～△
3. リアルタイム性～△ー×
4. 自分使い～△
5. 小刻み増築～○ー△
6. ユーザ参加型～△
7. デザイン重視～○ー△



網羅性への試み
http://dsr.nii.ac.jp/toyobunko/

• 東洋文庫所蔵の
シルクロード貴
重書70冊の全
頁デジタル化。
• OCRによる全
文検索が可能。
• これを核とした
多様なアーカイ
ブを展開。



リアルタイム性への試み
http://dsr.nii.ac.jp/rarebook/

• ＮＨＫ「新シル
クロード」の放
映と同期したコ
ラムの提供。
• 関心の強さは限
定的だった。番
組視聴者の主力
が非ネットユー
ザのためか？



リアルタイム性への試み
http://dsr.nii.ac.jp/bam/

• イラン・バムの
大地震で、貴重
な文化遺産「城
塞」がほぼ全壊。
• 発生後5日目に
アーカイブサイ
トを立ち上げ、
データの収集と
発信を継続。



ユーザ参加型への試み
http://dsr.nii.ac.jp/senga/

• 貴重書デジタル
アーカイブの画
像を自由に並べ
替えてスライド
ショーを作成。
• 作成したスライ
ドショーを共有
する参加型の機
能を備える。



ユーザ作成ツアー



「デジタル台風」との比較

•「デジタル台風」と同様の手法を
使っている。しかし、同様に成功し
ているとは言いがたい。
• 「リアルタイム性」が最大の違い。
今すぐ知ることに価値がある情報と
はいえない。
• 「網羅性」も大きな違い。現状では
「決定版」サイトとはいえない。



玄人発想の長短

•玄人は「品質の向上」にこだわる。
• 「信頼できる」データベース作りに
は玄人による品質向上が欠かせない。
• しかし「玄人世界」における改善だ
けでは、世界が広がらない。
• 「こんなことができたら面白い」と
いう素人発想も重要ではないか？



プロとアマの関係性
•「プロのプロによるプロのための
ウェブ」＝従来型データベース。
• 「アマのアマによるアマのための
ウェブ」＝Wikipedia等のサイト。
• 「プロのプロによるアマのための
ウェブ」=啓蒙型サイト。
• 「皆による皆のためのウェブ」=参加
型サイト。そこにプロがどう関わっ
ていくのが良いか？



今後の科学技術情報の提供

•今回の講演の「お題」についてはど
う考えたらよいか？
• 「図書館は科学技術情報の提供にど
う関われるのか？」
• ○○支援？課題解決型？
• 従来の枠組みでできる範囲なのか、
もっと野心的に取り組むのか？



考慮すべきこと

•リソース
‒文献（情報源）を扱うのか、データも
扱うのか、その両方を扱うのか。

• データ
–データを扱うコストをどう考えるか。
• メタデータ
‒分野ごとの違いをどう吸収するのか。



リソース

•文献（情報源）のみを扱うのであれ
ば、従来の枠組の延長線上にある。
後は地道に頑張るだけ？
• データそのものの所蔵やデータと文
献のリンクを目指すと難易度上昇。
• 「デジタル台風」はデータのアーカ
イブからスタート。文献とのリンク
もできればやりたい。



自然現象の命名

•台風は気象庁が命名を担当している。
• 一般の自然現象は連続体であり、命
名単位が自明ではない。
• 連続体に対して命名するには分節化
と統一的な命名規則が必要。
• 自然現象の名称（URI）を定めると、
例えばある現象に関するリンクリゾ
ルバなども実現できる。



リンクリゾルバ的機能

•個々の台風に関する、米国合同台風
警報センター(JTWC)と気象庁のリ
ソースへのリンクを管理。
• 同様の仕組みで文献管理も可能？



データ
• 科学（デジタル）データは多様なフォー
マットで蓄積されている。
• 特定フォーマットに対応する読み取りプ
ログラムがなければ、その都度読み取り
プログラムを開発する必要がある。
• 出版物と異なり、読み取りプログラムが
なければ、データの中身も見えない。
• 「デジタル台風」でも、この部分のコス
トは大きく、悩みの種になっている。



メタデータ

•分野ごとにメタデータの形式は大き
く異なる。
• 統一的な基準作りはできそうもない。
• 分野横断でどのようにデータを整理
すればよいかは、まだ見えていない。
• 専門知識が必要になるという面で、
図書館の仕事を超えるだろう。



再びリアルタイム性

•科学技術情報は事態の進展が早いの
で、リアルタイムに更新される情報
には大きな価値がある。
• 科学技術は過去の蓄積を基盤にして
いる。現在進行中の状況と過去の蓄
積とが関連付けられると価値は高い。

• そこから近未来の予測が示せれば
（探れれば）、さらに価値は高まる。



再び網羅性

•国立国会図書館は、国内出版物に関
しては日本最高の網羅性を誇る。
• 科学技術データに関しては、収集対
象が世界に広がるため、こうした網
羅性には到達できないだろう。
• 分野を限定して網羅性を追求する、
というのも一つの方向性である。



本日の講演のまとめ
•「デジタル台風」の経験から、科学
技術情報を提供するウェブサイトを
設計するポイントをまとめた。

• この経験を「ディジタルシルクロー
ド」の経験と比較し、リアルタイム
性と網羅性の重要さを示した。
• 科学技術自体には素人かもしれない
が、情報と知識に関しては玄人とい
う、図書館の強みを活かすべき。



関係サイト
• デジタル台風
–http://www.digital-typhoon.org/

• 台風前線
–http://front.eye.tc/

• ディジタルシルクロード
–http://dsr.nii.ac.jp/

• 個人ウェブページ
–http://agora.ex.nii.ac.jp/~kitamoto/
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